
第３回滋賀県立高等学校在り方検討委員会 会議次第 

 

日 時：令和２年８月 31 日（月）9:00～11:00 

場 所：滋賀県大津合同庁舎７Ａ会議室(Web 会議) 

 

 

 １．開会（9:00） 

   （１）第２回滋賀県立高等学校在り方検討委員会の結果概要について 

 

 

２．協議 

  （１）滋賀県立高等学校再編計画の実施状況について 

 

 

（２）これからの県立高等学校の在り方について 

 

３．その他 

 

 

閉会（11:00） 
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第２回滋賀県立高等学校在り方検討委員会の結果概要について 

 

１ 会議の日時等 

   開催日時 令和２年８月３日（月）14 時 00 分から 16 時 10 分（大津合庁７Ａ会議室） 

   出席委員 原 清治 大野裕己 炭谷将史 坂口明徳 髙野裕子 樋口康之  

稲葉芳子 中作佳正 上原重治 今宿綾子 中山郁英 石野沙恵 

    

 

 ◇滋賀県立高等学校再編計画の実施状況について意見交換 

◇これからの県立高等学校の在り方について意見交換 

 

 

２ 委員からの主な意見 

   ※下記内容は、委員の了承を取っておらず、事務局がまとめたものである。 

 

■学校統合について 

① 彦根翔西館高校について、標準規模を下回る２校を統合することで、多様な学びが総

合学科の中で充実してきた。ある程度の規模があれば、子供達の社会性が涵養できる

というメリットもあるし、部活動の活性化、充実にもメリットがある。 

② それぞれ異なるカルチャーや地域性を持った子供達、学校が一緒になる場合には、か

なり慎重に議論しないと、ハレーションが起きやすいのではないか。 

③ 長浜北高校について、学校が統合するという議論が、全市的な議論にはなっていなか

ったのではないか。 

④ 高校の魅力化の在り方としては、本来、地域だけではなくて、地域外からもいきたい

と思えるような高校をつくるべきではないか。 

⑤ 卒業生の７割が大学進学し、統合のねらい通り中核的普通科高校となっているとあ

るが、これからも大学進学率を評価基準とし続けても良いのか。 

 

 

■これからの高等学校について 

① 進学校と就職に特化したような専門的な高校の２つに分けてしまうのも一つではな

いか。大学にも行けるし、就職もできます、となると中途半端になってくる。受検生

の親としてはその方がわかりやすい。 

② 全部一緒ではなく、進学を中心に特化する高校と、産業に特化して、就職につなげる

高校とがある方がよいのではないか。産業ならそれぞれの高校に、その高校独自の魅

力がほしい。 

③ 全県的な視野から、魅力の分業というものもあるが、一方で、県立高校としては、ど

この地域でも様々なキャリア形成を保証するような学校づくりをすることもひとつ

の役割ではないか。地域の活性化に向けた人づくりが重要。 

 

 

 

 

資料１－１ 
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■小規模な学校の魅力づくり 

① 様々な選択肢の中で、キャリア形成を図り、地域に貢献する人材を育成することが、

人口減少を抱える地域にとっては、大きな魅力づくりの方策ではないか。 

② コミュニティ・スクールがどのように運営されるかが大事ではないか。校長も数年で

替わる中、その高校をどういう方向で運営し、どういった生徒を育てていくのか、を

最後まで確認していけるのがコミュニティ・スクールではないか。 

③ 例えば他府県では防災をキーワードにしてその中で小中高とつながっていく。ある

いは、学力の面で、学力向上を目指して、それを一つのキーワードにして、小中高つ

ながるということがある。いろいろなキーワードによるつながり方がある。それが、

魅力の一つになっていくのではないか。 

④ 高校におけるコミュニティ・スクールは、地域で生まれ育つ圏域として捉えるより

も、テーマとして捉え、地域の教材としてより良い内容を提供し、地域外から来る生

徒も含めた多様性の中で学ぶことが大事ではないか。 

⑤ リモート教育を始めると、小規模校とか大規模校とか関係なくなるのではないか。ま

た、ＩＴだとか STEAM 教育は、専門家の優秀な先生が、全県の高校生たちに同一

の勉強を教えるということにすると、高校の規模は、関係なくなる。 

⑥ 学校規模や魅力の出し方は様々であり、全ての高校をサイズ感で統一する必要はな

いのではないか。 

 

 

 

■産業系の専門学科について 

① 工業高校では、自分たちで機械をつくり、地域に出て貢献することで、「学校でやっ

ていることは役に立つ」ということを学べる。 

② Society5.0 に関連して、全ての業界において、新たな情報技術を身につけている人材

というのが、新しい価値を創出できる人材として活躍するのではないか。AI や IoT

といった先進技術を身につける教育が必要ではないか。 

③ 専門的に教育して、高校卒業してすぐに社会に役立つ人材を育てる必要がある。それ

ぞれの分野に長けた講師、また教師を入れるべき。 

④ 工業高校では、様々な取組をして貢献しており、親の世代の意識を変えていくよう

に、アピールをする必要があるのではないか。 

⑤ 偏差値的な部分ではない進路指導をしてほしい。将来的にこういうことをしたいと

いったことをしっかり聞きとり、その中でこの子なら工業とか商業に行った方がい

いということを成績に関係なく進路指導をしてほしい。 

⑥ 施設設備について、今の状況の中でなかなか予算的なところもあって充実してない

と思う。企業などと連携し、充実させる必要があるのではないか。 

⑦ 昔の工業高校は荒れていたので、今でも親は心配なのではないか。工業高校の取組

を、しんどさも含めて、親世代の意識を変えるようアピールが必要。 
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■中学生の進路選択 

① 最近は、自転車で行ける範囲の高校でよい、といった中学生が多いと感じる。目的意

識が希薄だ。また、目的意識はあっても、工業や商業ではなく、ネイルアートなど、

既存の枠組みに入らない希望もある。 

② 親の仕事や社会の中の役割を知らない子供が多い。学んだことを地域や社会の中で

どのように生かしていくかということを、系統的な学習を進めていく必要がある。具

体的には産官学の連携や、地域学習や様々な体験など、社会とのつながり、地域との

つながり、そういったものが大事。 

③ 未来を見通せないまま学校を選択するので、とりあえず普通科となる。一方で、親と

しては、早いうちから専門を決めてほしくない。広く知的トレーニングをたくさんし

て、底辺を広げて将来を決めてほしいと思っている。 

④ 15 年前に今の世の中が見えていた人なんていないのでは。それを思うと多様な能力

をつけて、適応する力がある人間になってほしいというのが、一つの親の願い。 

⑤ 進路決定をする場を先送りして、とりあえず普通科高校を志望する子どもたちが多

いように感じる。 

 

 

■今後の進め方 

① 湖北地域の国際バカロレアや湖西地域の学科再編など生徒の減少地域における取組

の資料を出してもらい、何が魅力づくりのコアになるのか、キーワードになりえるの

か、そんなことを議論したい。 

② これまでの論点を整理して、基本方針の骨子のイメージのようなものを作成してほ

しい。 

 

 

３ 今後の予定 

 ◇第３回滋賀県立高等学校在り方検討委員会の開催 ８月 31日（月）9:00～ 

  《主な内容》 

   ・滋賀県立高等学校再編計画の実施状況について 

・取組の方向性について（基本方針骨子イメージ、産業教育論点整理） 

   ・今後の進め方について（部会の設置等） 
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湖西地域県立高等学校魅力化方針 

 

令和元年（2019年）10月    

滋 賀 県 教 育 委 員 会  

 

１ 湖西地域の県立高校２校を取り巻く現状と課題               

 湖西地域の高校の定員未充足が深刻な状況であり、学校活力の低下が懸念される。 

 □ 特に安曇川高校は、普通科が５年連続、総合学科が４年連続定員未充足 

□ 今後、さらに湖西地域の中学校卒業予定者は減少の見込み 

※ R 1(現高1)  411人 → R 4(現中1) 365人(▲ 46) → R15(現1歳) 263人(▲148) 

□  地域内中学校卒業者の３割以上(R1 31.4%)が地域外高校等へ進学する傾向が顕在化 

 ※ 大学進学等に実績のある高校への進学が増加 

 

 湖西地域２校のさらなる魅力化は、全県的視野での県立高校の在り方の検討（現行 

再編計画）とは別に、喫緊の課題として早急に対応する必要がある。 

 

 

２ 魅力化の取組内容                            

 目指す学校像や具体的取組 資料 

 

 

３ スケジュール                               

 両校の校内に魅力化に係る検討委員会を立ち上げ、関係者等からの意見を反映させ 

ながら具体的な取組内容を検討 

 令和元年度末に教育委員会規則改正 

 令和２年度の学校説明会、体験入学等において新しい取組の周知ができるよう準備 

 令和３年度から実施 

目指す学校像 魅力化の柱となる取組や具体的取組 

遠隔地の高校を選択

しなくても、進路実現

ができる学校 

・ 地域内の生徒の多様なニーズに対応した学びを提供 

安曇川高校 
・ 総合学科に新系列の設置、既存の系列の魅力化 

・ 普通科募集停止（高島高校に新設する学科に継承） 

高 島 高 校 ・ 進学指導に重点を置く新学科の設置 

豊かな人間性を備え、

将来、地域で活躍でき

る人を育てる学校 

・ 地域と連携・協働した取組等により、将来、地域で活躍できる

基盤となる知識や技能を習得できる教育を推進 

・ 部活動の活性化等による学校の魅力化の推進 

手厚い指導を実践す

る学校 

・ 少人数学習等による生徒一人ひとりに応じた指導 

・ 生徒への指導力や面倒見が定評となる教員集団づくり 
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TAKASHIMA HIGH SCHOOL GUIDE BOOK 20211

普
通
科

Ａ
類
型

Ｂ
類
型

目標とする進路

難関国公立大学進学

大学・短期大学・
専門学校進学、就職

難関私立大学・
国公立大学進学

文理探究科

普　通　科

新学科

文理の枠組みを超えて
　世の中は加速度的に複雑化しており、社会の変化に対応して何が重要かを主体的に判断する力、新しい価値
を見いだせる創造力が求められています。そのためには、複眼的な視座を持つことが必要です。文系や理系といっ
た既存の枠組みにとらわれず学際的に学ぶことを目指して、文理を融合した論理的思考力や言語能力、知識教
養を身に付ける学習をします。

探究的な学び
　知的好奇心は、自分とは異なる興味や関心を持つ人との関わりで養われます。大学の先生や地域の方など、
高い専門性を持つ人々と多様な関わりを持ち、協働して学ぶ機会を大切にします。自ら課題を見つけ、その解
を求めて総合的に主体的に学ぶことを通して思考力・判断力・表現力を育成し、発展的な学力を養成します。

少人数授業
　数学、英語の科目を中心に、少人数授業を展開します。１クラスを進路希望別の小グループに分けて学習す
る機会を設けます。個人に応じたきめ細やかな学習指導で、一人ひとりの力を伸ばします。

　進学に特化した学科です。より多くの学問分野に接し、より多くの人との協働の機会を大切にして、知的探究心を
耕す取り組みから高校生の可能性を広げます。主体的探究的な学びを通して難関国公立大学への進学を目指します。

　高島高校には100 年の伝統を受け継いだ懐の深い教育力があります。「敦厚剛毅」の校訓のもと、生徒たちが何
事にも剛い心と厚い情熱をもって取り組む学校風土が、長い歴史の中で培われてきました。生徒たちは「文武両道」
を合言葉に、部活にも勉強にもどちらも妥協することなく精一杯励んでいます。高島高校は、自然や歴史に恵まれ
た豊かな環境の中で成長していく生徒の姿を見守ります。

Ａ類型
　基礎・基本を大切にします。学習にも特別活動にも、
幅広く学校生活を充実させる教育課程を用意していま
す。3 年間文系科目を中心に幅広く各教科の学習をし、
就職や公務員、専門学校や大学への進学等、幅広い
進路希望に対応します。

Ｂ類型
　週 3 回 7 時間授業を実施し、5 教科の学習時間を
充実させるなどして学力伸長を目指します。国公立大
学や難関私立大学への進学を実現させる教育課程を
編成しています。総合的な探究の時間、課題研究の
取り組みなどは文理探究科と協働的に取り組みます。

現　行 改変後

夢をかなえる場所が
ここに！

普通科
Ａ類型

Ｂ類型

　文理探究科新設
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○文理の枠組みを超えて 

○探究的な学び 

○少人数授業 

 

＜具体的には＞ 

・普通科よりさらに探究活動を充実させ、協働的な学びを重視する。教育活動の

様々な場面においてグループ活動を取り入れ、意見交換しながら考えをまと

めていく活動を充実させる。ICT 等も活用し、探究活動などの学びの成果を

プレゼンテーションする機会を取り入れ、表現力を向上させる。 

・普通科のように文系、理系のクラスに分かれず、どちらの教科も高いレベルで

学習するとともに、協働的な学びの中で多様な考え方に触れることができる。 

・専門学科の高度な数学、英語の科目を中心に、少人数授業を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－５ 文理探究科について 

・難関国公立大学に進学することができる力の養成 

・グローバルな世界で活躍することができる基盤の養成 
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『虎姫高校が国際バカロレア（ＩＢ）校に認定されました』 
 ～２０２０年度に国際バカロレア・日本語ディプロマプログラム導入～ 

 
国際バカロレアとは 

国際バカロレア（IB）は、国際バカロレア機構 

（本部ジュネーブ）が提供する世界水準の教育 

プログラムで、多様な文化の理解と尊重の精神

を通じて、より良い、より平和な世界を築くこと

に貢献する、探究心、知識、思いやりに富んだ若

者の育成を目的としています。 

 高校相当のディプロマプログラム（ＤＰ）では、

所定のカリキュラムを 2 年間履修し、最終試験を

経て所定の成績を収めることで、国際的に通用す

る大学入学資格（ＩＢ資格）が取得可能であり、 

そのスコアは世界の大学の入学者選抜で広く活用されています。 

   国際バカロレア DP では、話合いなどを通して学びを深め、生徒が主体的に考え、思考力を高める

ことを目指した授業が行われます。単なる知識だけではなく、問題発見・解決能力、論理的思考力、

コミュニケーション能力などを重視する双方向・協働型の授業が行われ、話し合いなどを通して学び

を深めます。 

 

 

 

国際バカロレアの導入に向けては、2014 年度から虎姫高校を「国際バカロレアの導入に向けた調査

研究指定校」と定め、研究を進めてまいりました。2017 年には国際バカロレア機構から候補校の承認

をいただき、カリキュラムの作成や教員の養成等、認定に向けての準備を進めてまいりました。2018

年 9 月には認定校の申請を行い、2019 年 2月には国際バカロレア機構の確認訪問を受けました。審査

を経て、３月 19 日付けで国際バカロレア校（ＩＢワールドスクール）の一員として認定されました。 

今後、説明会等を行いながら、2019 年度から入学生の募集を行う予定です。虎姫高校が創立 100 周

年を迎える 2020 年 4 月に第１期生が入学することとなります。 

 

 
県立虎姫高校の概要 

大正9年（1920年）に旧制県立虎姫中学校として開校し、湖北の伝統

ある普通科高校として発展し、2020年には創立100周年を迎えます。卒業
生は20,000人を超え、様々な分野で、国の内外を問わず、すぐれた人材を
輩出してきました。質実剛健の校風の下、「真に実力」を持つ人材の育成
を目指しています。2012年度からは文部科学省より国際的な科学技術系人
材の育成を目的としてスーパーサイエンスハイスクール(SSH)に指定され、
３つの力（探究力・表現力・協働力）と２つの態度（主体的な態度・科学
的な態度）を育てています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２－６ 

（2019 年３月教育長定例記者会見資料より） 

国際バカロレア校について（虎姫高等学校） 

導入までの経緯と今後の予定 
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資料３－１ 新型コロナウイルス感染症に対する振り返りと今後の方向性（骨子案）（抜粋） 
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ＩＣＴを活用したこれからの教育のイメージ（たたき台） 

教育ＩＣＴ化推進室長作成 

■共通して求められる力 

新しい時代に向け、ＳＴＥＡＭ教育（Science, Technology, Engineering, Art, Mathematics 等の

各教科での学習を実社会での問題発見・解決にいかしていくための教科横断的な教育）や、新しい学習

指導要領に対応した教育を推進するため、学校から高速でインターネットに接続できる環境を整備

し、ＩＣＴを活用して、次のような力を育成する。 

①文章や情報を正確に読み解き、対話する力 

知識・技能としての語彙や数的感覚などの学力の基礎に加え、人間の強みを発揮するための基

盤として、文章や情報を正確に理解し、論理的思考を行うための読解力や、他者と協働して思

考・判断・表現を深める対話力等の社会的スキルなど、読み解き対話する力が極めて重要。 

〇学力の基礎をしっかりと定着させる 

・EdTech（教育における AI、ビッグデータ等の様々な新しいテクノロジーを活用したあらゆ

る取組）の活用により、分からない分野の学習を繰り返し行い、基礎学力を確実に習得する。 

・生徒の能力や適性に応じた個別最適化された学びの実現に向けて、スタディ・ログ（学習履

歴、学習評価・学習到達度など）等を蓄積する。 

・スタディ・ログを用いて学習傾向を分析し、生徒が活用するとともに、教員が指導と評価に

活用する。 

〇読み解き、対話する力をつける 

・EdTech の活用により、文章や情報を正確に理解できているかを分析し、不足している力を

補う。 

・与えられた課題に対し、生徒個々が教科書やインターネット等の情報をもとに考えた内容

をまとめ、ペアやグループ内で発表する。他のメンバーは、発表を聞いて疑問に思ったこと、

賛成・反対の意見を述べることで思考の内容を深める。 

②科学的に思考・吟味し活用する力 

人と機械が複雑かつ高度に関係し合う社会となっていく中、科学的に思考・吟味し活用する力

が不可欠。機械を理解し使いこなすためのリテラシー（知識や利用能力）や、その基盤となるサ

イエンスや数学、分析的・クリティカル（検討し評価するさま・批判的）に思考する力、全体を

システムとしてデザインする力がこれまで以上に必要。 

〇科学的に思考・吟味し活用する力をつける 

・与えられた課題に対し、生徒個々が教科書やインターネット等の情報をもとに考えた内容

をまとめ、ペアやグループ内で発表する。この時、そのように考えた根拠をしっかりと表現

するようにする。他のメンバーについても、発表を聞いて疑問に思ったこと、賛成・反対の

意見について、そう考えた根拠をもとに述べることで思考の内容を深める。 

・必要に応じて、大学生や大学院生にオンラインでファシリテーター（進行役）としてグルー

プに参加してもらい、生徒では考えが及ばなかったところを助言してもらう。 

 

資料３－２ 
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③価値を見つけ生み出す感性と力、好奇心・探求力 

現実世界を意味あるものとして理解し、それを基に新たなものを生み出していくことは、AIに

よって代替できない人間ならではの営みであり、AI の活用分野が爆発的に広がっていく新たな

時代においてますます重要。自然体験やホンモノに触れる実体験を通じて醸成される豊かな感

性や、多くのアイデアを生み出す思考力、感性や知性に基づく独創性と対話を通じて更に世界

を広げる創造力、苦心してモノを作り上げる力、新しいものや変わっていくものに対する好奇

心や探求力、実践から学び自信につなげていく力などが重要。 

〇体験に基づき思考する力をつける 

・「総合的な探究の時間」等を活用し、グループを作って地元の自治体と連携して地域の課題

を考えたり、大学や産業界と連携して新しい商品を開発したりする。 

・地元の自治体、大学、産業界との連携にあたっては、オンラインツールを活用する。 

 

■育成される力 

これらを繰り返し行うことで、次のような力を育成する。 

・異分野をつなげる力と新たな物事にチャレンジするアントレプレナーシップ（起業家精神） 

・課題解決を指向するエンジニアリング、デザイン的発想 

・真理や美の追究を指向するサイエンス、アート的発想 

・多くの人を巻き込み引っ張っていくための社会的スキルとリーダーシップ 

・他者を思いやり、多様性を尊重し、持続可能な社会を志向する倫理観、価値観 

・常にスキルをアップデートし、また新たな分野のスキルを身に付けられるよう自ら学び続ける 

 力 

 

■オンラインによるさらなるＩＣＴの活用 

・海外提携校等の生徒と一緒に英語での授業・探究活動等を行う。 

・校内研修等にも活用が可能なポータルサイトや動画配信等を用いて、教師が自主的に ICT を活

用した教育方法等について学ぶ。 

・遠隔教育は、学校規模や地理的要因等にとらわれず、教育の質を大きく高める手段である。例え

ば、多様な意見・考えに触れ協働して学習に取り組む機会や、社会で実践的な活動を行ってきた

外部人材等との連携、多様な科目選択を可能とすることによる学習機会を充実させる。 

・不登校児童生徒や病気療養児など通学して教育を受けることが困難な児童生徒の学習機会を確

保する。 

・外国人児童生徒等やその保護者との意思疎通の円滑化のため、多言語翻訳システムなどの活用

を促進する。 

・MOOCs（ムークス、“ Massive Open Online Courses ”「大規模公開オンライン講座」の略、

MOOC と呼ばれることもある）で、インターネットを通じて無料で世界各国の有名大学の授業を

受けることで、専門知識とともに英語力の向上を図る。 

・また、「JMOOC」（一般社団法人日本オープンオンライン教育推進協議会）によって提供されてい

る、大学講師陣および企業が提供するオンライン講義を受講し、専門分野への理解を深める。 
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●滋賀学園

県内私立高等学校等の配置（令和２年度）

長浜市

高島市

米原市

彦根市

多賀町

甲良町豊郷町

愛荘町

東近江市

近江八幡市

日野町

竜王町

甲賀市

湖南市

野洲市
守山市

大津市

草津市 栗東市

ＪＲ

至大垣（岐阜）

至敦賀（福井）

至柘植（三重）

至京都

ＪＲ（湖西線）

ＪＲ（草津線）

ＪＲ（北陸線）

ＪＲ（琵琶湖線）

私鉄（近江鉄道）

私鉄
（信楽高原鉄道）

私鉄

近江兄弟社●

近江●

資料３－３

湖西

湖北

湖南

大津 甲賀

湖東

地域は、次のとおり区分している。
大津：大津市 湖南：草津市、守山市、栗東市、野洲市
甲賀：甲賀市、湖南市
湖東：彦根市、近江八幡市、東近江市、日野町、竜王町、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町
湖北：長浜市、米原市 湖西：高島市

比叡山●

幸福の科学学園●

●立命館守山

綾羽●■▲

●彦根総合

光泉ｶﾄﾘｯｸ●

滋賀短大附属●

▲司学館

ECC学園▲

●MIHO美学院

●全日制
■定時制
▲通信制

- 23 -



（滋賀の私学中学・高校ガイド（滋賀県私立中学高等学校連合会）より作成） 

 

授業料Ａ 
 高等学校就学支援金  

授業料負担 
 

世帯年収 

(万円) 

本県での世帯割合 私立Ｂ 

R2.4～ 

(～R2.3) 

公立Ｃ 

 

私立 公立  私立 公立  私立 

Ａ－Ｂ 

公立 

Ａ－Ｃ 

※１ 

424,000 
118,800 

 

～270 

 

約 8割 

※2 

396,000 

(297,000) 

118,800 

 

28,000 0 

 
270～350 

 396,000 

(237,600) 
118,800 

 
28,000 0 

 
350～590 

 396,000 

(178,200) 
118,800 

 
28,000 0 

 
590～910 

 118,800 

(118,800) 
118,800 

 ※3 

305,200 
0 

 
910～ 

  
0 0 

 
424,000 118,800 

※１ 424,000 円は県内私立高校（全日制）の平均授業料（百の位で四捨五入） 

※２ 396,000 円は私立高校の全国平均授業料 

※３ 滋賀県私立高等学校等特別修学補助金 59,400 円を受けると 245,800 円となる。 

 

 

【県内全日制高等学校授業料および施設整備費、教育充実費（私立は百の位で四捨五入）】 

 授業料 
施設整備費 

教育充実費 
計 

公立 118,800 0 118,800 

私立（平均） 424,000 215,000 639,000 

※公立高校の入学考査手数料は 2,200 円、入学料は 5,650 円 

※私立高校の平均受験料は 20,000 円、平均入学金は 150,000 円 

 

 

 

 

 

 

資料３－４ 高等学校等就学支援金について 

8 割弱 

約 4割 
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Ⅲ　中学校および義務教育学校卒業者の高等学校等進学者の進路状況

 【１表】  高等学校等進学者の学校種類別内訳

男 女 計 (参考)前年度 増減

人 ％ 人 ％ Ａ　　人 ％ Ｂ 人 ％ Ａ－Ｂ

100.0 100.0 100.0 13,902 100.0 △ 269

県　立 68.8 70.4 69.6 9,877 71.0 △ 391

私　立 18.4 17.1 17.7 2,264 16.3 152

県　立 1.0 1.3 1.2 167 1.2 △ 10

私　立 0.4 1.2 0.8 123 0.9 △ 17

県　立 0.3 0.6 0.4 63 0.5 △ 4

私　立 0.6 0.7 0.7 101 0.7 △ 12

1.4 0.8 1.1 150 1.1 0

計 90.9 91.9 91.4 12,745 91.7 △ 282

国　立 0.0 0.0 0.0 4 0.0 △ 2

全日制 公　立 0.4 0.5 0.5 66 0.5 △ 3

私　立 6.3 5.6 6.0 808 5.8 4

0.0 0.0 0.0 6 0.0 △ 4

1.6 1.8 1.7 214 1.5 15

0.7 0.2 0.4 59 0.4 2

0.0 0.0 0.0 0 0.0 1

計 9.1 8.1 8.6 1,157 8.3 13

94.0 93.5 93.7 13,019 93.6 △ 240

1.4 2.5 1.9 296 2.1 △ 31

2.5 3.1 2.8 378 2.7 △ 1

0.7 0.2 0.4 59 0.4 2

1.4 0.8 1.1 150 1.1 1

【２表】  県内の全日制、定時制高等学校進学者の学科別内訳
（人）

合計 普通 農業 工業 商業 家庭 理数 音楽 美術 体育 福祉 国際 食物 総合

県立 9,486 6,426 395 696 515 79 79 15 31 39 － － － 1,211

私立 2,416 2,035 － － 19 42 － － － － 20 63 34 203

計 11,902 8,461 395 696 534 121 79 15 31 39 20 63 34 1,414

県立 157 116 － 29 － － － － － － － － － 12

私立 106 76 － － － － － － － － － － 30 －

計 263 192 0 29 0 0 0 0 0 0 0 0 30 12

12,165 8,653 395 725 534 121 79 15 31 39 20 63 64 1,426

100.0 71.1 3.2 6.0 4.4 1.0 0.6 0.1 0.3 0.3 0.2 0.5 0.5 11.7

(参考) 人 数 12,431 8,934 397 755 546 130 77 20 38 40 19 33 29 1,413

前年度 ％ 100.0 71.9 3.2 6.1 4.4 1.0 0.6 0.2 0.3 0.3 0.2 0.3 0.2 11.4

40

6,292 6,171

43

99

46

51

9,486

2,416

59

89

150

6,713

34

校 種

進 学 者 総 数

157

106

71

4,763 4,723

1,145

86

13,6336,920

8026

1,271

13

377

61

1

6,277

542

12,463

12,779

812

63

2

20

61

229

29

437

2

109 120

13

375

0

全日制高校 計

定時制高校 計

特別支援学校

県
　
　
　
外

19

48

定 時 制

2

628

通 信 制

県
　
　
　
内

全日制

定時制

通信制

特別支援学校

高等専門学校

特別支援学校 計 100 51 151

0

1,170

48高等専門学校 計

265166

206

6,502

99

171

1

通信制高校 計

学校種類別内訳は、全日制高等学校が12,779人（構成比93.7%）、定時制高等学校が265人
（1.9%）、通信制高等学校が377人（2.8%）、高等専門学校が61人（0.4%）、特別支援学校が151人
（1.1%）である。

県内と県外の別では、県内進学者は12,463人（91.4%）であり、前年度より282人減少している。
県外進学者は1,170人（8.6%）である。県外私立全日制高等学校進学者の進学先地域は、京都府が最
も多く639人、次いで大阪府24人、岐阜県21人、福井県16人、静岡県、兵庫県、奈良県および岡山県
9人の順となっている。

全

日

制

定

時

制

％

県内の全日制、定時制高等学校進学者の学科別内訳は、普通科が8,653人（構成比71.1%）、総合
学科が1,426人（11.7%）、工業学科が725人（6.0%）、商業学科が534人（4.4%）、農業学科が395人
（3.2%）などとなっている。

合 計

資料３－５ （令和２年度中学校・高等学校等卒業後の進路状況調査結果（抜粋））
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１．産業教育とは 

産業教育振興法に基づき、①職業観・勤労観の育成、②産業技術の習得、③経済的自立

の促進を目的とした教育。 

高等学校設置基準に定める専門教育を主とする学科および総合学科のうち、本県では、

農業、工業、商業、福祉および家庭科教育に関わる産業に従事するために必要な知識、技

能および態度を習得させることを目的とした教育。 

 

２．滋賀県産業教育審議会 

滋賀県産業教育審議会は、産業教育振興法（昭和 26 年法律第 228 号）に基づき条例によ

り教育委員会に附属する機関として設置され、産業教育に関し、以下に掲げるような事項に

ついて、教育委員会の諮問に応じて調査・審議および建議するために設けられた。委員の定

数は 10 人で、任期は２年。 

（１）産業教育の振興に関する総合計画を樹立すること。 

（２）産業教育に関する教育の内容及び方法の改善を図ること。 

（３）産業教育に関する施設または設備を整備し、およびその充実を図ること。 

（４）産業教育に従事する教員または指導者の現職教育または養成の計画を樹立し、および

その実施を図ること。 

（５）産業教育の実施について、産業界との協力を促進すること。 

 

３．産業教育に関する論点（案） 

 

〇時代の変化に対応した産業教育の提供について 

・新しい時代に対応した学びの提供  

・必要な産業分野で力を発揮できる人材の育成 

・産業界や大学等との連携 

・魅力を伝える方策 

 

〇教育環境の充実について 

・施設・設備の充実や外部資源の活用 

・教員の確保、外部人材の活用 

資料４－１ 
産業教育について 
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